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流量約300[cc/minAIR）（空気用流量計値 450[cc/min AIR] 
問題発生平成24年7月 それ以前桂キャンパスLHe問題なし
テストツーJ[,B
1月14日～使用中
13台の容器を確認→3台のみ詰まらない
司詰まらな L•容器を実験装置Blこ渡す→詰まる問題発生しない
tい容器に充填→ほとんど詰まらなレ→不純初除去済？
まる容器に充境→詰まる→容器室温→再充i真→ほぽ諾
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5.烹とめ
不純物流入平威24年5周以降発牛
実験装置A 実験装置Bの細管が詰まる その他は詰まらない
桂キャンパスLHeを使用すると詰まる → 不純物の混入確定
不純物混入の原因
1 .経年によるヘリウム沼化機内の不純物の蓄積
2予期せぬイレギュラ なー不純物の混入
3ヘリウム液化機の操作方法変更による不純物混入経路発生
D内部精製器再生中のガスバッグ回収ガスの非ナ気前出
②貯槽内のへリウムガスをヘリウム液化機内に流すパージ
昔日精製器中不純物の蓄積後再生運転（台形運伝）
主昆虫皇室 全て以前の状態に戻した
を使用→ 不純物混入の有無を判定可能
8では、実験装置Bのテヌトツールで確認『問題な
置Aに、実験装置Bのテスト、メー ル →保II出来な
1iらなかった実績でミ利用をお願いする
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